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重回帰分析のデータ
（説明変数が２個の場合）
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説明変数が２個の場合の重回帰分析

与えられたデータに「最もよくあてはまる」平面

)1(LL　　cubxay ++=
を求めること．

目的変数 説明変数偏回帰係数切片

回帰方程式

「最もよくあてはまる平面」ってどういうこと？

偏回帰係数 説明変数
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残差平方和
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Qを a,b ,cを変数にもつ3変数関数として見て，
Q(a,b,c)を最小にする a,b,cが，データに「最もよくあ
てはまる」平面を与えると考える．

このようにしてa,b,cを求める方法を最小２乗法と呼ぶ．

どのようにしてQ(a,b,c)を最小にする a,b,cをもとめる
のかを見ていく．

Q(a,b,c)を最小にする a,b,c
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2-3 回帰分析の精度を示す決定係数

精度が良い回帰方程式

y = 0.1589x - 1.9801
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回帰方程式は，データをよく表現している．

精度が悪い回帰方程式

y = 0.4505x - 55.641
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回帰方程式は，データを表現しているとはいえない．

決定係数

決定係数は，回帰方程式が与えられた多変数デー
タをどれだけよく表現しているかを示す尺度である．

説明変数が２個の場合の重回帰分析

　cubxay ++=
を回帰方程式とする．このとき，

.ˆ)( iiiiii yycubxay −=++−=ε

),,1(ˆ nicubxay iii L=++= 　　

で定義される変数 を予測値と呼ぶ．ŷ
残差 は以下のように書ける．iε
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分散の関係

)3(22
ˆ

2 LL　εsss yy +=

実測値の分散 ＝ 予測値の分散 ＋ 残差の分散

平方和の分解（１）
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平方和の分解（２）
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決定係数
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R2は決定係数と呼ばれる．

0≦R2 ≦1が成り立ち，1に近いほど回帰方程式
の精度が良いと考えられる．

補正決定係数
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ここで，pは説明変数の数．R*2は補正決定係数と

呼ばれる．

実は説明変数の数を増やしていけば， R2は１に近く

することができる．説明変数の数による影響を排除す
ために，決定係数のかわりに以下で定義されるR*2を

考えることも
ある．
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重相関係数
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は重相関係数と呼ばれる．

と の相関係数ŷ y

重相関係数2=決定係数（１）
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重相関係数2=決定係数（２）
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重相関係数の性質

iii cubxay ++=ˆ

iii uxy γβα ++=~

.ˆ~ yyyy rr ≤

任意のα，β，γに対して

y~で定義される変数 を考えると，

ŷ予測値 は，回帰方程式の切片aと偏回帰係数
b, cによって

で定義される．

本日のまとめ

• 次の関係式の導出を理解した．

• 決定係数と補正決定係数の意味を理解した．
• 決定係数と重相関係数の関係を理解した．
• Excelを用いた重回帰分析で，決定係数，補
正決定係数などを計算する方法を理解した．
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